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過ぎ去りし日々…Ａｄｉｅｕ!
─追想への Fragments ─
久富 健
Fragment	Ⅰ 教壇に佇み、学生は空を見ていた
もう何年になるだろうか？本学の「大学教育の現場」に携わることになってから……そし
て、どれだけの数の学生たちが、目の前を通り過ぎて行ったのか？ひとりの教員として、初
修外国語のフランス語を教え、哲学・文学などの講義をして、はたまたゼミナールの演習を
しつつ、人生の輝く年齢の若者たちと時間を共にしてきた。いつも、顔と名前は苦も無く覚
えられたので、記憶の中で、授業の光景と学生たちの映像が、洪水のように溢れだしてく
る。4 年間の間に、彼らがどのように変わって成長していったのかが、楽しみでもあり不安
でもあった。彼らにとっては、ひとりの教員が教壇に立っていて、早口なコトバが次々と投
げかけられ、授業内容もすっと消え去ってしまったにちがいない。時としてこちらからの
メッセージが届いて、何かの役に立ったことだろう。卒業して何年か経ち、彼らの語り口を
聞くと、必ず「先生の授業の風景と声は思い出すけれど、何を語っていたかは……そう、授
業中に窓からよく外の空を何気なく眺めていて、将来のことを考えていました」と言う。教
壇にひとり佇み、黒板にチョ－クで書きなぐり、時に視聴覚教室でフランス語の発音演習を
し、充実した疲労感を感じながら、何年間も過ごしてきた。溢れだしてくる記憶の映像は、
「私」という教員にとって、貴重な思い出の数々であり、それぞれが一回限りの上映で終わ
り、授業の展開については、同じ進行は二度とない。このような一回性の出会いと別れが、
大学教育というコミュニケーションの場の根幹なのである。そのことを端的に表している好
きな言葉がある。哲学者、Ｍ . ブーバーは「あらゆる真に生きられる現実は、出会いであ
る」1）と言っている。教育現場で学生と出会うことが、まさにお互いの「生」の証となって
いるのである。虚空を眺めている若者の表情、汗して語りつづけるひとりの教師の姿は、い
わば、終わらない「生きていること」のエンドロールなのである。
Fragment	Ⅱ 大学が変貌する時に、現れて見えてきたこと
本学もこの約 30 年、大学として変貌をし続けてきた。有明にキャンパスが立ち上がり、
武蔵野の緑と好対照の、夕刻の臨海地区の光景は、見とれるほどの薄暮の素晴らしさであ
る。いつも思うことであるが、こんなことを 30 年前に予想できたであろうか？ここに至る
までの一歩一歩は、それなりの教育機関としての組織力と、人々の協力がなければ、成しえ
なかっただろう。その経過と内実をじっと眺めてきたので、いくつかのことを、あくまでひ
とりの教員の視線から、感想めいたことを書きとめてみたいと思う。
本学は、3 つの時期を乗り越えてきたと思える。すなわち……〈武蔵野女子大学［短大と
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ともに］の時〉、〈武蔵野大学［男女共学］の時〉、〈総合大学としての武蔵野大学［2 キャン
パス］の時〉。たまたま、この 3 つの時期に教員・および管理職としてかかわってきたので、
感慨深い思いが心に浮かんでくる。考えてみると、「平成」という時代をまるごと抱え込ん
でしまったように、激動の時の流れに、本学はしっかりと確実な足跡を残してきた。平成に
入り、大学教育の見直しや教育改革が話題になり始めた。その時に、本学は、大学像の変換
に向かって、何よりも一歩先んじて取り組んできたのではないだろうか。3 つの時期にそく
して、綴っていくことにする。
特任教員として赴任した時期が、文学部だけの女子大環境の大学だったので、まずは、そ
の牧歌的な雰囲気を持った教育のあり方に本当に驚いてしまった。自身の学生時代とは違っ
て、教員も学生もゆったりとしていて、大学全体にのんびりとした時間が流れていた。例え
ば、フランス語の授業では、「ボンジュール」と発音しただけで、笑いの中で学習していた
し、年度末のヨーロッパ研修では、女子学生が覚えたてのフランス語でパリを溌剌と散策し
ていた。しかし、そのことも、ある意味では束の間の豊かな時期であったのかもしれない。
短期大学部の改組は目前のことであり、方向を誤ってはいけない大事な時でもあったと思う
し、内心、改革の必要性を感じていた。「大学における教養知とは何か」が根本的に問われ
ていたのである。それに答えるべく、武蔵野女子大学は、静かに懐かしく「女子」の名に幕
を閉じていった。その後、他の学部が創設されて、本学は動き始めたのである。
次の起点は、男女共学化によって、「武蔵野大学」がスタートしたことである。この大学
名の周知も大変だったことを覚えている。一部で似たような大学名と間違われたりもした。
キャンパスに第一期生の男子学生が闊歩している姿を見ると、やっと普通の大学環境になっ
た気がしたものである。哲学・フランス語などの授業をしていても、特にジェンダーの意識
をしなくてもよくなったことに、少し安堵感を抱いていた。学生間でも、ある種の望ましい
緊張関係が生まれたのではないだろうか。理系学部もできたことで、学びの幅広さも生まれ
てきた。学内では、野球部がいくつも生まれ、学園祭も活気のある学生の「お祭り」になっ
ていった。実は、教える側も、教室に男子学生がいることで、自身のコトバの選び方や語り
口が微妙に変わっていった。自身の教授法とテキストの内容についても、さらに工夫を要し
たのである。今思えば、自然と授業 FD をおこなっていたことになる。
その後の本学の改革は、ひとりの教員目線から見て、劇的なものであったと思える。有明
にキャンパスが創設され、学部も増えてきて、教育の質と内容を変革しつつ、総合大学とし
て今に至っているわけである。初年次、学生全員が武蔵野キャンパスに集い、それから２
キャンパスでの学部にわかれていくという、〝武蔵野 BASIS〟の体制が築きだされたことは、
象徴的な出来事であった。この間には、どれだけの全学的なパワーが必要だったか、思い出
しただけでも、気が一瞬遠くなるような作業と取り組みだった。
3 つの時を時系列的に、簡単に省みてきたが、ここに書ききれることではないだろうと思
う。
本学に関わってきた人々の容貌、様々な場面での色とりどりの様相、そして、その時々の
心情と行動が、断片的に蘇ってくるばかりである。
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Fragment	Ⅲ “武蔵野 BASIS”のこと
大学教育の現場には、基本的にいつも危機感があった。いまもそれは共有されるべきもの
であり、教員自身の意識改革の根本である。勿論、最終的には、学生たちに向けての教育が
どうあるべきかにいきつくのである。目の前にいる若者たちと、どのように向かい合い、彼
らの将来にどうやって後押しをしていくかにつきるのである。そのことを目標にして、いわ
ゆる一般教育（教養教育）と呼ばれたカリキュラムをどうするのかが、改革の出発点となっ
た。その足跡を辿りながら、《武蔵野 BASIS》という本学独自のカリキュラム体制について、
言及しておかねばならないだろう。
本紀要の創刊号にて、「全学基礎教育課程：《武蔵野 BASIS》の生成に至るまで─〝教養
教育〟の新たなる構築と展開─」2）という報告をしたので、詳細については、そちらを参照
してほしいと思う。ここでは、当初から授業を担当した者として、経験としての《武蔵野
BASIS》を語ることにしたい。
平成 22 年度から導入されたこの《武蔵野 BASIS》とは何か？一言で表すならば、大学で
の学びの基盤［BASIS］を培い、学部の専門へと連携していく、学部横断型の〝全学共通基
礎課程〟のことを指し示している。建学科目・外国語などの教養科目群を再構成しなおして、
本学独自の体系化をはかったのである。導入 2 年前から、カリキュラム改革委員会が立ち
上がり、時間をかけて議論し・発案し・作成した過程は、充実した試行錯誤の作業の連続で
あった。そこでまとめ役を務めたことは、本当に達成感のある試みだったと実感している。
《武蔵野 BASIS》のひとつにフォーカスして、ふれていくことにしよう。様々な科目構成
の中で、中心的な位置づけであった科目が、「基礎セルフディベロップメント」である。「セ
ルフディベロップメント」とは、すでに人間関係学科（当時）でおこなわれてきた科目名
で、「自分自身で知の世界を広げる」という意味を持っていた。その内容は、中世ヨーロッ
パの大学における伝統的な「自由文芸７科」に因んで、3 分野の科学から７科目：哲学 ･ 世
界文学 ･ 歴史学 ･ 現代学 ･ 社会学 ･ 地球学 ･ 数理学を設定した。学部横断のクラスで、その
7 科目の学問講義を次々と一年間受けながら、グループワーク・プレゼンテーションに至る、
学びの基礎力を身につける授業である。２時限続きの─講義＋グループワーク─展開
は、今までの知識受容型ではなく、〝アクティブな知〟を育成するものである。当初から、
「哲学」の分野を担当してきたのだが、講義の内容（例えば、J.-J. ルソーの『社会契約論』）
のインパクトを高めて、問題テーマを投げかけて、学生たちに議論をさせる流れをつくって
いかねばならなかった。教える側に、工夫とパワーが必要な科目でもあり、担当教員間での
チーム・ティーチングの共通認識を持っておこなってきた。いわば双方向の授業が進む形
で、学生たちの活気ある学びの姿勢が現れてくるのである。年度初め、学生たちは、この科
目に戸惑っているかのようであった。だが、7 分野の学問に少しずつ慣れてきて、年度末の
成果発表では、学生たちはグループで発表資料・パワーポイントを作成して、溌剌としたプ
レゼンテーションが繰り広げられることになる。人前でプレゼンをする体験は、初年次の学
生にとって大切なことではないだろうか。掲げた写真は、J.-J. ルソーの「自由と平等」につ
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いての、グループワークの語り合いの風景である。教員もコメントしながら、参加している
様子がわかるであろう。
「基礎セルフディベロップメント」については、教養科目として授業のしくみと機能を大
胆に転換していく試みとなった。印象深い思い出がある。どこからの情報かわからないが、
文科省の報告にも取組例として取り上げられ、また、読売新聞や東京新聞、はたまたＮＨＫ
などのメディアによって、実際に授業視察を受け、取材を受けることにもなった。さらに
《武蔵野 BASIS》は、学会やフォーラムでの事例発表として選ばれて、いろんな全国の大学
から注目される取り組みとなった。直接に面談を申し込まれて、《武蔵野 BASIS》とは何か
を説明したこともあった。このことは誰も予想していなかったし、本学の注目度が上がった
だけでも喜ばしいことであった。それだけ「教養教育」の見直しが、各方面において、大学
教育での根幹的かつ緊急的課題であったことを意味している。
Fragment	Ⅳ フランス [語 ] を駆け巡って
今でもはっきりと心に浮かぶが、大学院を修了してすぐに、ある大学の非常勤講師とし
て、初めて教壇に立った時のことである。フランス語のＡＢＣから教え始めると、初修の学
生たちの表情に、理解できていない怪訝そうな反応が見えてきたのである。「教えること」
の困難さと緊張感を感じた瞬間であった。勿論、早口で説明的なこちらの教え方が原因であ
ることは明白であった。それから今日まで長い間、〝フランス語という外国語をどのように
教えるのか〟を日々探求しつつ、自身の教育法の工夫に苦心してきた。尊敬するある言語学
者は、励ましの意味で、「音と文法を大切に教えること」を説いてくれた。また、あるフラ
ンス人の教員は、「フランス文化そのものを伝えるように、生きたコトバのレベルで教える
こと」を示唆してくれた。そんなことをきっかけにして、いつも、視聴覚教室（当時の
Ｌ . Ｌ .）を大いに活用するようになった。
学生の学びのモチベーションを基本に、映像や音を感じながらフランス語を身につけられ
るようにと、心がけてきたと思う。
「基礎セルフディベロップメント」授業風景
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背景には、いつも “France” という国、その文明と歴史、そのリアルな現在、そしてコト
バとしての “Le Français” があった。実際に渡仏をして、フランスの「空間と時間」を体験
する機会に何度も恵まれた。度々の滞在で、専門的な研究活動もふくめて、個人的には感動
的な場面・光景がいくつもあり、フランスを旅する楽しさも十分に感じられた。自身のフラ
ン語表現力を高める意味でも、フランス滞在は新たな地平と発見に満ちていた。やはり、
“France” という国への想いや憧憬が根底にあるのだろう。そんな心象風景をいつも抱きな
がら、学生に立ち向かって、“Le Français” を教えてきたように思う。どこまで彼らの学習
意欲や期待に届いていたのかは分からないが、英語以外の初修外国語の世界を知ることの面
白さは伝わったのではないだろうか。フランス語は、表現の明晰さや論理的文章の豊かさが
特徴的であるので、学ぶ側の世界観を広げてくれるに違いない。今までに、教えた学生たち
の中から、卒業後フランスに留学して、グローバルに活躍している若者もいたし、フランス
語力を活かして、ＣＡとして航空業界で職を得た女子学生もいた。ほとんどの学生が教養程
度のフランス語を理解してくれただろうと思う。語学教師としての手ごたえを感じるのは、
そんな時であった。また、引率教員として何回か学生と一緒に、ヨーロッパ研修旅行で渡欧
したことがあった。自然とフランス滞在の期間が長い行程になり、簡単な日常会話程度のフ
ランス語の事前学習をしておいた。パリでの散策などで、学生たちは器用にフランス人と会
話をしているのを見た際には、コトバへの適応力の速さに驚いたことを覚えている。
結局のところ、フランスおよびフランス語を追い求めて、研究・教育活動を地道に進めて
きたのだが、奥に入って行けばいくほど、その実像と虚像の交差する場に迷いこみ、さらに
もっと認識を深めたいと思う。フランスを駆け巡る内面的な旅程はこれからも続いていく
し、自身に課せられた永続的なテーマとなるだろう。
Fragment	Ⅴ 「哲学する」こと‥‥J.-J.Rousseau を探求して
教室で「哲学」を講じてきたこと……たえず哲学者たちの言説を紹介しながら、学生たち
へ「哲学なるもの」のメッセージを伝えてきた。ギリシャ哲学から、20 世紀のサルトルに至
るまで、時に熱を込めて、時に淡々と語りながら、饒舌な発信にならないように努めてきた。
自分自身で考えることの大切さを繰り返し述べてきたような気がする。ある時、ひとりの学
生がこう問うてきた「なぜ哲学を学ばなければいけないのですか？」と。教師として、とて
も重い質問である。すぐに答えが出るものではなく、いくつかの参考になるヒントを与えて、
返事をするしかないのである。その時にいつも引用する言説がある。フランスの現代哲学者
J.F. リオタールが『なぜ哲学するのか？』（1964 年：大学での講義録）の中で、こう語る。
「……したがって、なぜ哲学するかの理由は、以下の通りです。なぜなら、欲望がある
からであり、現前のなかに不在があるからであり、生のなかに死があるからです。……
また、疎外があること、既得だと思われてきたものの喪失があること、……によってで
す。」3）（下線部は筆者）
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この言説は、心に響くそして納得がいく答えではないだろうか。「欠如の現前を立証する
ことは避けられない」とも言っている。今日の激動と災害の時代をどう生きていくのかを、
学生とともに考える時に、不在や死へと問題を提示することで、「哲学すること」の重大な
意味を投げかけてきたのである。
18 世紀のフランスを生きたひとりの哲学者、ジャン＝ジャック ルソー［J.-J.Rous-
seau：1712−78］を、研究テーマとして追いかけ続けてきた。原文テクストを読解して、
参考文献を探索しつつ、ルソーの哲学的想念の核心を考察してきたと思う。未だに新しい到
達点は見えてこないし、今後、この試みを重ねていきたいと思う。これまでの過程のなか
で、ルソーをめぐってのフランスでのフィールド研究が、とても刺激的であった。生誕の地
ジュネーヴから始まり、アヌシー、シャンベリー、そしてパリなど……ルソーが生きた空間
を、当時に思いを馳せながら紀行してみたのである。勿論、テクストの背後にあるルソーの
エクリチュールの様相が立ち上がり、読む者のセンチメンタルな想像力が湧きあがってくる
だけのことかもしれない。ルソーの自伝『告白』に描写されている光景は、ただテクストを
読むだけの平面展開に比べて、実際の立体空間を感じることで、さらに読む行為の感応が深
まっていくのである。パリ郊外のモンモランシーに、ルソーが 1757−62 年に滞在し、主要
著作を書いた「モン＝ルイの家」が当時のままに保存されている。（現在、図書館もあるル
ソー記念館となっている） そこの「緑の書斎」で、『エミール』『社会契約論』などが書か
れたのである。茫然としてそこで何度か過ごしたことが、テクストを読むたびに、映像とし
て蘇ってくる。ルソーの声が聞こえてくる……
「人間よ、人間的であれ。それがあなたがたの第一の義務だ。あらゆる階級の人にたい
して、あらゆる年齢の人にたいして、人間に無縁でないすべてのものにたいして、人間
的であれ。」4）
これは、心優しき人間性を信じ、文明批判をおこなったルソーの未来へのメッセージであ
る。ルソーの生誕の地であるジュネーヴ、時計職人の息子として生まれた旧市街の生家を訪
ねた時にも、下町の路地にあるその風景が、『告白』のテクストの一字一句を呼び起こすよ
うだった。その時の写真を、思い出の断片としてここに掲げることにする：「生家を示すプ
レート」とレマン湖のほとりにある「ルソー島の彼の彫像」。
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惜別の時に、いくつかの Fragment として書き綴ってきたが、長い間にわたって、武蔵野
大学に教師として携わってきたことに感謝しつつ、「Adieu!」と言おう。一個人の追想へのエッ
セイと思っていただければ、十分である。いずれ、過去の日々は遠ざかり消えてしまうだろ
うし、時は飛び立つように進んでいくのだろう。本学の、特にリベラル・アーツ教育がさら
に充実していくことを期待して、武蔵野キャンパスの銀杏並木を後にしていくことにする。
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